
研修医の処遇 主な臨床研修協力病院･協力施設

病院の概要

研修プログラムの特色

プログラム　例
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医療法人社団愛友会　
上尾中央医科グループ 三郷中央総合病院14

●病床数　289床
●医師数（研修医を除く）　34名（うち指導医数　21名）
●研修医数　１年目　1名　２年目　4名
●研修医の主な出身大学　東邦大学・杏林大学
●診療科　内科　循環器内科　糖尿病・内分泌内科　腎臓内科　
　　　　　神経内科　外科　心臓血管外科　消化器外科　整形外科　
　　　　　脳神経外科　皮膚科　泌尿器科　眼科　耳鼻いんこう科　
　　　　　リハビリテーション科　放射線科　麻酔科
●１日平均外来患者数　520名　　　●１日平均入院患者数　250名
●主な認定施設　日本内科学会教育関連施設
　　　　　　　　日本麻酔科学会認定病院
　　　　　　　　日本循環器学会認定専門医研修施設
　　　　　　　　三学会構成心臓血管外科専門医制度関連施設
　　　　　　　　日本心血管インターベンション治療学会研修施設
　　　　　　　　日本泌尿器科学会専門医教育施設

※選択必修（外・麻酔・小児・産婦人・精神から２科目以上選択）
※選択（内・脳神経外・外・整形外・循環器・心臓血管外・泌尿器・眼・放射線・耳鼻咽喉・形成外・皮膚・そのほか）

・東邦大学医療センター　大森病院
・東邦大学医療センター　大橋病院
・上尾中央総合病院
・柏厚生総合病院
・三郷ケアセンター

　三郷中央総合病院のほかに研修を行う上尾中央総合病院、柏厚生総合病院、三
郷ケアセンターはすべて関連施設となっています。また東邦大学大森病院、大橋
病院においても総合的な研修が可能です。
　豊富な症例を有し、地域密着型の充実した研修ができます。

給　与▶
諸手当▶
保　険▶

勤務時間▶
当　直▶
休　暇▶
宿　舎▶

約45万円／月  
住宅手当  
社会保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険、
医師賠償責任保険（病院において加入）  
９時～17時30分  
あり（５回／月）  
1.5回／週　有給休暇10回／年  
あり

臨床研修プログラム（募集定員４人）

4 月
１年目▶
２年目▶

内科（必修） 選択必修 救急（必修）
選　択 地域医療（必修）

5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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連絡先

TEL FAX
E-mail
URL
アクセス

女性医師支援コーナー

研修責任者から 先輩研修医から

研修管理委員長・副院長（内科）
内田　耕

研修医１年目
髙村　彩子

病院見学、その他イベント・説明会等の情報
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病院見学は随時受け付けています。

参考）　　・短時間勤務制度
　　　　・院内保育の設置
　　　　・当直免除

事務長　大野晃宏、総務課長　齋藤貴之

〒341-8526 三郷市中央4-5-1

医療法人　三郷中央総合病院

048-953-1321（代表）
m-soumuka@mchp.jp
http://mchp.jp/
つくばエクスプレス『三郷中央駅』より徒歩8分

048-952-7279

　医局の垣根が低く色々

な科の先生にコンサルト

しやすいのが魅力のひと

つだと思います。また、

医局と病棟も近くに位置

しており、すぐに患者様

のもとにも行け、逆に病

棟で疑問を生じたときに、すぐに医局に調べに戻

ることもできるので、とても研修医が働きやすい

環境です。今は、まだ上級医の方々に助けられな

がら、なんとか日々の仕事をこなしています。

　東邦大学で勉強する機会もあり、総合的な研修　

　　　になると思います。

　　　　　まずは、見学に来ていただき、当院の

　　　　　雰囲気を実感していただけたらと思

　　　　　　います。

地域に根ざした病院
病院理念：愛し愛され信頼される病院
●「最先端機器導入による高度で専門性の高い医療をめざして」
　当院は、救急医療や高度な医療から存在ケアまで幅広いニーズに対応し、
地域に密着した医療サービスを提供している。急性期型の総合病院です。
　多くの高度医療機器の整備、専門性の高い医療の充実を図り、地域の中核
的役割を確固たるものにしていきます。
●平成28年11月にICUがオープンしました。

　当院がある三郷市は、埼玉県の南東部に位置し、東京

都、千葉県に隣接しています。そのため、都心からのア

クセスもよく、秋葉原からつくばエクスプレスを使えば

最寄りの三郷中央駅まで約20分です。

　病床数は約300床で、急性期から回復期、慢性期まで

のフォローを目的に、回復期リハビリテーション病棟、

障害者病棟を兼ね備えています。研修医は上級医の指導

をもとに、担当医として診療にあたり、中心静脈カテーテル挿入、気管内挿管、

胸腔穿刺、胸腔ドレナージなどの手技も積極的におこなっています。

　通常型のプログラムは、１年次に内科系（一般内科、循環器）６ヶ月、選択必

修３ヶ月（救急）を研修します。２年次は地域医療１ヶ月とその他11ヶ月を選択

研修します。外科系を主体とするプログラムもあります。研修開始時に２年間の

スケジュールが決まっているのではなく、最初の６ヶ月が終了した時点で、病院

　　　　　のシステムや研修医自身の将来の進路に合わせて、その後の研修内容

　　　　　　　を決めており、個々の研修医のニーズに合った内容に変更可能で

　　　　　　　　　す。現在、２名の研修医がおり、来年度も2名の学生が研修

　　　　　　　　　　　を希望しております。


